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◎第10回年次大会・第11回総会のご案内                                             

  日時  2017年９月９日（土） 

  会場  日本大学  文理学部キャンパス オーバルホール〔図書館３階〕   

東京都世田谷区紀桜上水３-２５-４０   

 

交通アクセス――京王線 下高井戸駅または桜上水駅 下車徒歩８分 

京王線 新宿駅⇔下高井戸駅 約10 分（160円） 新宿駅⇔桜上水駅 約12 分（160円） 

小田急線豪徳寺駅・世田谷線山下駅⇔下高井戸駅 約５分（150円） 

 

 

（日本大学文理学部HP 「キャンパスマップ」、「アクセス」ページ=<https://www.chs.nihon-u.ac.jp/about_chs/campus_map/> 

<https://www.chs.nihon-u.ac.jp/access/>より）―― 

 

 

 

https://www.chs.nihon-u.ac.jp/about_chs/campus_map/
https://www.chs.nihon-u.ac.jp/access/
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◎大会・総会の詳しいプログラムは9月に学会誌『ポー研究』と同時に発送予定のNewsletter No. 14でご案

内しますが、以下に概略をお伝えいたします。―― 
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９月９日（土）  オーバルホール（図書館３階） 

９: 30～10: 10  役員会 （７号館３階 英文学科会議室） 

10: 00 受付開始 

10: 20 開会式                             

開会の辞          日本ポー学会会長 巽 孝之 

会場校挨拶        保坂 道雄 （日本大学文理学部英文学科主任） 

総合司会           福島 祥一郎 （東京電機大学） 

             ――――――― 

10: 30 ～11: 10  研究発表  1 

司会 出口 菜摘 (京都府立大学)    

「見知らぬ他者」の誕生――エマソン「友情」「愛」とポー「群衆の人」における街路表象                                           

                                                         冨塚 亮平 （慶應義塾大学・院生） 

11: 10 ～11: 50  研究発表  ２ 

司会 西山 智則 (埼玉学園大学)   

ポーの精神病質者たちの「良心」とは何か――“William Wilson” に自己愛性人格障害の構造を探る                                       

                                                             河野 智子 （法政大学・非常勤） 

    

12: 50～15: 20 シンポジアム  

       ポーと（擬似）科学 

                              司会 宮川 雅（法政大学）  

                                   講師 森本 光 (京都大学・博士課程） 

講師 岡本 晃幸（藤女子大学）  

                                               講師 宇沢 美子（慶応義塾大学） 

 

＊シンポジアム趣旨（暫定版） 

ポーが文学活動をした 1820～1840 年代のアメリカは、対抗文化的な気運のもと、homeopathy（同種療法）、

phrenology（骨相学）、physiognomy（観相学）、mesmerism（催眠術）、animal magnetism（動物磁気

説）など多様な擬似科学が、しばしば擬似宗教運動とからまりながら隆盛してゆく時代だった。いっぽう民衆レヴェルで「科学」

や「技術」や「機械」への関心が高まり、同時に科学 (science) が本来の総称的な「知」「学問」の意味から、自然科学を中

心に定量的なもののなかに自己規定してゆく時代でもあった。詩人であると同時に短篇小説家・編集者として時代の流れに

敏感であったポーは、幅広く（擬似）科学を作品内で利用している。1829 年の第二詩集のソネット「科学へ To Science」

からゴシック小説・探偵小説を経て晩年の宇宙論『ユリイカ Eureka』に至るまで「科学」と微妙な関係を示すポーの「知」のあ

りようを考察すべく、このシンポジアムでは、積極的に擬似科学の側からポーに接近する。 
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15: 40～16: 40 特別講演 

        森 晶麿 （作家）                        司会 巽 孝之 

   知の洪水に呑まれて “わかった” と唱えること 

 

特別講演講師紹介 

森 晶麿（もり・あきまろ） 作家。1979 年生まれ。『黒猫の遊歩あるいは美学講義』で第1回アガサ・クリスティー賞

を受賞。黒猫シリーズは、『黒猫の接吻あるいは最終講義』（2011）、『黒猫の薔薇あるいは時間飛行』 

（2012）、『黒猫の刹那あるいは卒論指導』（2013）、『黒猫の約束あるいは遡行未来』（2014）、『黒猫の回

帰あるいは千夜航路』（2015）〔いずれも早川書房、ハヤカワ文庫〕。他の作品に、「花酔いロジックシリーズ」、「偽恋

愛小説家シリーズ」のほか、『奥ノ細道・オブ・ザ・デッド』（PHP, 2011）、『虚構日記』（PHP, 2012）、『ホテルモー

リス』（講談社, 2013）、『かぜまち美術館の謎便り』（新潮社, 2014）、『恋路ヶ島サービスエリアとその夜の獣た

ち』（講談社, 2015）、『葬偽屋は弔わない――殺生歩武と 5 つのヴァニタス』（河出書房新社, 2015）、『怪物

率』（光文社, 2016）、『人魚姫の椅子』（早川書房, 2016）、『僕が恋したカフカな彼女』（富士見L 文庫, 

2017）などがある。公式ホームページ Akimaro Mori takes a stroll （森晶麿のただいま遊歩中）

<https://www.stereo-fish.jp/>。公式ブログ『森晶麿の LEVEL 100,000,000』

<http://ameblo.jp/millionmaro/>。森晶麿｜ハヤカワオンライン 

<http://www.hayakawa-online.co.jp/shopbrand/author_MAgyo_MO_4218/> 

 

16: 50～17: 20 総会 

閉会の辞      日本ポー学会副会長 

総会終了後、カフェテリア・チェリー （第2体育館１階）において懇親会を開催します。 

お知らせとお願い 

＊ 今回の懇親会は、学内でおこないます。会費は5000 円を考えています（学生3000 円）。懇親会の出欠につ

いて、出席希望者は（できれば 8 月31 日までに）事務局宛にＥメールで連絡くださいますようお願いします。         

事務局メールアドレス: miyab@hosei.ac.jp 

＊ 学会年会費はニュースレター14 号同封の振替用紙で納入くださいますようお願いします。 

＊ 会員以外の方も来聴歓迎です。お誘いあわせの上ご参会ください。  

2017年8月4日発行                            事務局 〒102-8160 東京都千代田区富士見2－17－1 

日 本 ポ ー 学 会                            法政大学文学部 宮川雅 研究室 

代表   巽 孝之                              編集人 日本ポー学会Newsletter 編集部                 

                                                                 

             

https://www.stereo-fish.jp/
http://ameblo.jp/millionmaro/
http://www.hayakawa-online.co.jp/shopbrand/author_MAgyo_MO_4218/

